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社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

木

原

刀三

雄

ロ
シ
ア
に
社
会
主
義
国
が
生
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
社
会
主
義
が
世
界
的
な
体
制
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は
、

ル
ク
ス
主
義
の
古
典
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
、
世
界
史
的
な
規
模
で
の
移
行
が
、
理
論
的
の
み
な
ら
ず
、

一
九
一
七
年
、

マ

歴
史
的
に
も
検
証
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

社
会
主
義
は
、
も
は
や
空
想
的
願
望
で
も
な
く
、
抽
象
的
な
分
折
・
研
究
の
対
象
で
も
な
い
。
社
会
主
義
は
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
生

活
と
、
き
っ
て
も
き
り
は
な
せ
な
い
関
係
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
ば
あ
い
に
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
主
語
が
、
日
々
の
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
現
存
す
る
社
会
主
義
国
が
、
ま
だ
、
お
お
〈
の
立
ち
お
く

れ
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
社
会
の
よ
り
高
度
な
発
展
段
階
で
あ
る
こ
と
を
、
し
め
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
方
で
は
、
人
聞
社
会
の
よ
り
高
度
な
段
階
へ
の
発
展
の
必
然
性
を
否
定
し
、
急
速
な
技
術
進
歩
や
核
兵
器
の
出
現
に
よ

っ
て
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
差
異
は
、
し
だ
い
に
な
く
な
り
、
資
本
主
義
は
「
福
祉
国
家
」
に
、
社
会
主
義
は
よ
り
資
本
主
義
に
接

近
す
る
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
経
済
学
に
お
け
る
一
部
の
傾
向
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
助
長
し
て
い
ふ
こ
と
も
、
ま

と
こ
ろ
が
、

た
石
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

(1) 

さ
い
き
ん
、
ソ
連
で
は
、
「
共
産
字
詰
建
設
は
、
物
質
的
関
心
を
よ
り
ど
こ
ち

E
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
命
題
一
が
政
策
の
き
そ
と
な
り
、
「
利
漏
」
が
、
企
業
経
営

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
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Eヨ

を
刺
撤
す
る
た
め
の
手
段
と
な
ヲ
て
い
る
。

社
会
主
義
経
済
の
も
ん
に
お
け
る
「
利
潤
」
と
い
う
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
正
し
く
規
定
し
、
そ
の
校
訓
を
正
し
〈
位
賢
司
つ
け
る
こ
と
な
く
、
「
利
潤
追
求
を
企
業

輯
常
を
刺
激
す
る
た
め
の
手
段
と
し
、
社
会
土
義
的
利
潤
し
と
資
本
主
義
的
利
潤
を
混
同
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
木
主
義
経
済
の
利
潤
の
原
則
を
、
社
会
主
義
経
済
の
計
画

化
の
腺
則
に
す
り
か
え
る
」
な
ら
、
「
経
済
日
由
化
の
政
策
そ
安
値
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
「
社
会
主
義
経
済
ぞ
資
本
主
義
経
請
に
退
化
査
置
さ
せ
る
」
「
一
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
こ
と
は
、
問
掃
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
周
揚
「
哲
学
社
会
科
学
工
作
者
の
戦
闘
的
住
務
」
外
文
出
版
社
、
一
九
六
四
年
、
五
八
ペ
ー
ジ
審
問
)

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
お
け
る
「
共
産
キ
義
部
分
」
の
経
済
学
を
確
立
す
る
う
え
で
、
共
産
主
義
の
低
い
段
階
、
第
一
の
段
階
と
い

わ
れ
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
的
段
階
に
あ
た
る
社
会
主
義
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、

共
産
主
義
経
済
学
の
構
成
と
方
法
に
か
か
わ
呂
、
者
一
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
経
済
諸
法
則
正

経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

E
し
く
規
定
し
、
そ
の
発
展
の
合
法
則
性
春
あ
き
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
経
済
学

E
経
済
政
策
と
の
関
係
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
と
く
ら
べ
、
は
る
か
に
需
接
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
社
会
主
義
建
設
・
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
理
論
的
諸
問
題
の
解
明
は
、
い
ち
じ
る
し
く
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
主
義
の
性
格
、
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
解
明
書
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
哲
な
い
。
し

か
も
、
き
い
き
ん
、
と
く
に
社
会
主
義
・
共
産
主
義
を
建
設
し
て
い
る
ソ
連
邦
と
中
園
、
ど
に
お
い
て
、
重
要
な
意
見
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。

そ
と
で
、
こ
ご
で
は
も
ま
ず
、
社
会
主
義
の
性
格
と
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

川
陶
鋳
「
詩
子
過
渡
時
期
的
規
律
問
顕
的
商
梧
」
『
人
民
日
報
』
一
九
六
O
年
八
月
五
日
お
よ
び
呉
礎
「
社
会
主
義
社
会
的
過
渡
性
官
」
『
経
済
研
究
』
一
九
六
O
年、

第
五
期
、
第
四
三
五
八
頁
毒
照
。
(
な
お
こ
れ
ら
の
論
文
の
邦
訳
は
、
陶
鋳
の
も
の
は
、
『
中
ソ
事
情
円
一
九
六
O
年
九
月
二
十
八
日
号
、
呉
瑳
の
も
の
は
、
中
国

研
勾
耐
ハ
山
下
龍
三
訳
お
よ
び
訳
者
解
題
)
の
も
の
、
お
よ
び
『
経
済
評
論
』
一
九
六
一
年
O
月
が
あ
る
)

社
会
主
握
建
認
の
合
法
則
性
と
社
会
主
義
社
会
の
過
減
的
性
格
に
つ
い
て
の
、
わ
が
国
の
文
献
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
割
品
種
典
「
社
会
主
義
社
会
の
過
渡
的

性
格
に
つ
い
て
L

、
『
思
組
』
一
九
六
一
年
二
月
、
同
「
社
会
主
義
建
設
に
お
け
b

一
般
性
ξ
特
碑
性
」
、
『
鮭
済
評
論
』
、
一
九
六
一
年
四
月
、
杉
野
明
夫
1

社
会
主
義
社

会
の
過
渡
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
、
「
研
究
と
資
料
』
第
十
四
号
、
一
九
六
一
年
八
月
、
同
『
社
会
主
義
建
設
の
合
法
刷
性
に
つ
い
て
円
『
経
済
評
論
』
、
一
九
六
一
年
九



月
、
副
品
種
典
「
社
金
主
義
建
設
の
令
法
則
性
に
つ
い
て
|
|
杉
野
明
夫
氏
の
批
判
に
関
連
し
て
|
|
」
、
『
経
世
評
論
』
、
一
ー
刀
六
二
午
六
月
、
山
内
一
男
「
社
全
主
義

経
済
の
過
波
的
性
椅
に
つ
い
て
」
、
『
一
九
六
二
年
十
月
、
杉
野
明
夫
「
資
示
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
諸
問
題
「
、
『
密
情
評
論
』
一
九
六
三
年
十
一
一
月
号
ロ

資
本
主
義
社
会
か
ら
共
産
主
義
社
会
へ
の
渦
渡
期
は
、
革
命
的
な
転
化
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
照
応
し
た
政
治
的
過
渡
期
の
国
家
と

し
て
は
、
プ
ロ

ν
タ
リ
ア
l
ト
の
革
命
的
な
独
裁
い
が
い
に
あ
り
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
が
指
摘
し
て
い
る
と

お
り
で
あ
る

G

マ
ル
グ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
の
べ
て
い
る
。

「
資
本
主
義
社
会
と
共
産
午
義
社
会
、
と
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
照
応
し
て
、

主
た
政
治
土
の
過
渡
期
が
あ
る

Q

こ
の
過
渡
期
の
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
草
命
的
独
裁
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
」

『コ
I
タ
綱
領
批
判
』
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス

と
こ
で
い
う
過
渡
期
は
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
畢
集
』
第
十
二
巻
、
三
五
回
ベ
ジ
。

一
つ
の
社
会
経
済
構
成
体
か
ら
、
他

の
土
り
発
展
し
た
社
会
経
済
構
成
体
へ
の
転
化
に
さ
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
移
行
の
時
期
、
た
と
え
ば
、
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
過
渡
的

時
期
が
存
在
す
る
。
一
つ
の
構
成
体
か
ら
他
の
構
成
体
へ
の
転
化
の
契
機
は
、
い
か
な
る
ば
あ
い
で
も
、
例
外
な
く
、
新
し
い
構
成
体
の

利
益
を
代
表
す
る
階
級
「
よ
る
社
会
的
変
革
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
の
社
会
経
済
構
成
体
か
ら
他
の
構
成
体
へ
の
転
化
は
、
た
ん
に
自

然
発
生
的
な
成
長
過
程
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
理
論
的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
も
、
匂
一
の
例
外
で
は
な
い
。
社
会
主
義
革
命
に
よ
る
労
働
者
階
級
の
権
力
掌
握
が
、
共
産
主
義
へ

の
移
行
の
、
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

社
会
主
義
社
会
の
性
栴
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

四
C 

第
六
号

四



副
会
主
語
社
告
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻
四

O
二

第
+
ハ
号

四
P司

社
会
的
変
革
を
契
機
と
し
た
、

一
つ
の
構
成
体
か
ら
他
の
構
成
体
へ
の
移
行
は
、
過
渡
的
な
時
期
の
存
在
を
必
然
的
な
も
の
に
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
と
、
そ
れ
以
前
の
構
成
体
の
ば
あ
い
に
み
ら
れ
る
過
渡
期
と
の
あ
い
だ
に
は
、

根
本
的
に
こ
と
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
根
本
的
に
こ
と
な
る
特
徴
は
、

一
つ
の
構
成
体
か
ら
他
の
構
成
体
へ
の
転
化
の
不

可
欠
の
前
提
で
あ
る
社
会
的
変
革
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
り
、

か
つ
出
発
点
で
あ
る
社
会
主
義
革
命
の
も
つ
特
徴
が
、

一
つ
の
歴
史
的
時
期
壱
構
成
す
る
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
存
在

を
必
然
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
。

で
は
、
社
会
主
義
革
命
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

社
会
主
義
革
命
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
の
ち
が
い
壱
み
て
み
よ
う
。

v

l
ニ

Y
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
社
会
主
義
革
命
と
の
あ
い
だ
の
基
本
的
な
相
異
の
一
つ
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
封
建
制
か
ら
成
長
し
て
く
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
と
っ
て
は
、
封
建
社
会
の
す
へ
て
の
側
面
を
、
徐
々
に
変
化
さ
せ
る
新
し
い
経
済

組
織
が
、
旧
体
制
の
胎
内
で
徐
々
に
つ
く
り
だ
さ
れ
て
く
あ
。
」
し
た
が
っ
て
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
が
当
面
し
た
の
は
、
以
前
の
社
会
の

す
べ
て
の
き
ず
な
を
一
掃
し
、
す
て
去
り
、
破
壊
す
る
と
い
う
、
た
だ
一
つ
の
任
務
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
ブ
ル
ジ
二
ノ
草

命
は
、
こ
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
革
命
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
い
っ
さ
い
の
こ
と
を
遂
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
、
資
本
主
義
の
成
長
を
強
め
る
の
で
あ
る
。
」

)
 -

(
 

)
 

2
 

(
 

七
回
@
周
回
国
、
口
。
判
一
回
図
h
h
H
1
0】
同
6
回
目
寸
、
会
開
]
?
司
寸

占
『

P
民

国

po-Hv
由
叶

と
こ
ろ
が
、
社
会
主
義
革
命
の
ば
あ
い
に
は
、
状
態
は
、
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
歴
史
の
ジ
グ
ザ
グ
に
よ
っ
て
、
社
会



主
義
革
命
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
国
に
と
っ
て
、
そ
の
国
が
お
く
れ
て
い
れ
ば
い
γ

る
ほ
ど
、
古
い
資
本
主
義
関
係
か
ら
社
会

主
義
関
係
へ
の
移
行
は
、
そ
れ
だ
け
困
難
で
あ
る
。
こ
と
で
は
、
破
壊
と
い
う
任
務
の
う
え
に
、
新
し
い
、
前
代
未
聞
の
困
難
な
任
務
、

1
1組
織
的
任
務
が
つ
け
く
わ
わ
る
ο
」

(1) 

回
。
同
国
国
司

c
o
a
ヨ
国
民
旧
日
月
九

F
e
-
-
O国
両
日
一
〉
⑦
岨
}
官
⑦
寸

資
本
主
義
経
済
組
織
は
商
品
生
産
の
発
達
と
と
も
に
、
封
建
制
の
胎
内
で
し
だ
い
に
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ

三
ア
革
命
が
、
は
じ
ま
る
と
き
に
は
、
「
資
本
主
義
関
係
の
で
き
あ
い
の
形
態
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
ソ
ピ
ェ
下
権
力
、
す
な
わ
ち
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
権
力
は
〉
資
本
主
義
の
も
っ
と
も
発
達
し
た
諸
形
態
ー
ー
ー
そ
れ
は
、
本
質
的
に
は
、
工
業
の
小
さ
な
上
層
壱
と
ら
え
て
い
る
だ

け
あ
っ
て
、
農
業
に
は
ま
だ
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
お
よ
ん
で
い
な
い
ー
ー
を
の
ぞ
け
ば
、
こ
れ
ら
の
で
き
あ
い
の
諸
関
係
を
う
け
と
ら
な

い
。
」
し
た
が
っ
て
、

一
つ
の
巨
大
な
機
構
に
、
数
百
万
の
ひ
と
び
と

が
、
一
つ
の
計
画
に
指
導
さ
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
活
動
す
る
経
済
的
有
機
体
に
転
化
さ
せ
あ
し
と
U

ぅ
、
「
巨
大
な
組
織
上
の
任
務
」
、
す

な
わ
ち
、
社
会
主
義
経
済
を
建
設
す
る
と
い
う
困
難
を
と
も
な
う
任
務
の
解
決
が
、
社
会
主
義
革
命
の
主
要
の
目
標
と
な
る
ロ

「
記
帳
の
組
織
、

巨
大
企
業
の
統
制
、

国
家
経
済
機
関
全
体
を
、

(3) (2) (1) 

」
同
⑦
回
国
同
一
口

0
4
-
国
5
M
品

ay
円
。
回
目
寸
唱
。
崎
司
司
∞

寸

富

語

、
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4

g

4
9属
担

タ

C
4
2

こ
の
よ
』
つ
に
、

「
ブ
ル
ジ
a

ア
草
命
は
、
公
然
た
る
革
命
が
お
こ
る
ま
え
に
、
す
で
に
封
建
社
会
の
胎
内
で
成
長
し
、
成
熟
し
た
資
本

す
で
に
存
在
す
る
と
き
に
は
じ
ま
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
」
。
こ
れ

で
き
あ
が
っ
た
形
態
が

主
義
制
度
の
、
お
お
か
れ
す
く
な
か
れ
、

に
た
い
し
、
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
ば
あ
い
に
は
、

「
社
会
主
義
制
度
の
で
き
あ
が
っ
た
形
態
が
存
在
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
ほ
と
ん

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
コ
い
て

第
九
十
=
一
巻

四

O
=
一
第
六
号

四
Z孟



ど
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ω
E
E自
』
出
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口
唱
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岡
田
園
田
富

P
E詞
=
!
夕
日
]
V
Z由

州
仰
心
司
釦
回
調
。
、
。
同
国
同
日
間

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
「
レ
1
ニ
γ
主
裁
の
諸
問
雇
K
よ
せ
て
」
の
な
か
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
草
命
の
相
異
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
革
命
の
、
特
徴
を
ひ
じ
ょ
に
あ
吉
や
か
に
の
ベ
て
い
る
。
ス
タ
l
リ
ソ
は
基
木
的
な
相
異
点
と
し
て
、
つ
ぎ
の
主
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
判
ブ
ル
ジ
ョ

ア
革
命
は
、
封
建
社
会
の
胎
内
仁
、
資
本
主
義
経
済
形
態
が
す
で
に
存
在
す
る
と
き
に
は
じ
ま
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
、
割
合
主
義
制
度
の
存
在
し
な
い
L

と
き
に

は
じ
ま
る
。
H
H
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
基
本
的
任
務
は
、
権
力
を
奪
取
し
、
す
で
に
存
在
す
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
経
開
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の

任
務
は
、
権
力
壱
奪
取
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
あ
と
、
社
会
+
土
器
経
済
を
建
設
し
と
げ
る
」
し
乙
で
あ
る
。
日
プ
什
ジ
ョ
ア
革
命
は
、
権
力
の
奪
匝
に
よ
り
完
成
さ
れ
る

が
、
プ
ロ

ν
タ
リ
ア
革
命
の
ぼ
あ
い
、
権
力
奪
取
は
、
革
命
の
は
じ
ま
り
に
す
ぎ
ず
、
権
力
は
、
新
し
い
経
済
を
組
織
す
る
テ
ユ
と
し
て
利
用
ぎ
れ
る
。
同
プ
ル
ジ
ョ
ァ

革
命
は
、
一
搾
頂
者
グ
ル
ー
プ
が
曲
の
搾
取
者
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
か
わ
る
だ
け
で
あ
り
、
古
い
閏
家
機
聞
の
破
壊
を
必
要
と
し
な
い
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
間
離
が
権
力
を
に
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
古
い
国
家
機
関
を
破
壊
し
、
新
し
い
機
闘
を
つ
〈
ら
ざ
る
を
』
え
な
い
。
伺
プ
ル
ジ
a
ア
革
命
は
、
勤
労
者
を
長
期
に

わ
た
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ま
わ
り
に
結
集
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
ば
あ
い
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
と
そ
の
他
の
勤
骨
者
と
の
同
盟
を

む
す
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
む
す
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
E

(

口
E
M呂
F
E回
調
。
】
耳
切
口
田
口
由
〕

な
ぜ
な
ら
、
封
建
制
度
も
資
本
主
義
制
度
も
、
と
も
に
生
産
手
段
の
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
構
成
体
で
あ
る
た
め
、
封
建
制
度
の
胎
内

に
、
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
自
然
成
長
的
な
発
生
と
発
展
を
阻
止
す
る
も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
商
品
生
産
の
発
展
は
、
必
然
的
に

プ
そ
ゾ
ョ
ア
的
生
産
関
係
の
発
展
を
、
つ
な
が
す
。

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
ば
あ
い
に
は
、
私
的
所
有
そ
の
も
の
を
廃
止
す
苔
の
が
目
的
で
な
く
、
私
的
所
有
の
わ
く
内
で
、
た
だ
そ
の
形
態

を
か
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
ば
あ
い
、
封
建
領
主
と
い
う
搾
取
者
の
権
力
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

い
う
搾
取
者
の
権
力
に
と
っ
て
か
わ
る
だ
け
で
あ
り
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
搾
取
制
度
は
一
掃
さ
れ
ず
、
た
だ
搾
取
の
方

法
と
形
態
と
が
か
わ
る
だ
け
で
あ
る
。



ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
お
と
る
と
曹
に
は
、
資
本
主
義
生
産
関
係
が
、
自
然
成
長
的
に
発
生
し
発
展
し
、
お
お
か
れ
す
く
な
か
れ
、
で
き

あ
が
っ
た
形
態
が
存
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
任
務
は
、
権
力
の
奪
取
に
よ
っ
て
、
政
治
権
力
を
、
す
で
に
発

生
し
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
経
済
に
照
応
さ
せ
る
と
正
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
は
あ
い
、
権
力

の
奪
取
が
、
革
命
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、
か
つ
お
わ
り
で
も
あ
る
。

社
会
主
義
革
命
の
目
的
は
、
生
産
手
段
を
社
会
的
所
有
に
か
え
、
人
聞
に
よ
る
人
間
の
搾
取
を
一
掃
す
る
と
と
で
あ
る
。
生
産
手
段
の

社
会
的
所
有
に
も
と
づ
く
社
会
主
義
的
諸
関
係
は
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有

rも
と
づ
き
、
勤
労
者
階
級
の
搾
取
に
よ
る
剰
余
価
値
の
生

産
を
目
的
と
す
る
資
本
主
義
社
会
の
胎
内
に
発
生
し
、
成
長
す
る
と
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
(
社
会
主
義
)
革
命
は
、
社

会
主
義
制
度
の
で
き
あ
が
っ
た
形
態
の
存
在
し
な
い
と
き
に
は
じ
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
と
っ
て
は
、
権
力
の
奪

取
は
、
草
命
の
は
じ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。

社
会
主
義
経
済
は
、
資
本
主
義
社
会
の
胎
内
に
、
自
然
成
長
的
に
発
生
し
、
発
展
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
V

タ
り
ア

革
に
よ
り
、
労
働
者
階
級
が
権
力
を
掌
握
し
て
か
ら
、
社
会
主
義
生
産
様
式
の
生
成
過
程
で
あ
る
と
く
べ
つ
の
過
渡
的
時
期
、
す
な
わ
ち

「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
移
行
す
る
特
殊
な
段
階
、
時
期
が
、
歴
史
上
存
在
せ
ざ
る
壱
え
な
い
L

の
で
あ
る
。

(1) 
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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
事
命
に
と
っ
て
は
、
権
力
の
奪
取
の
み
な
ら
ず
、
古
い
経
済
を
た
て
な
お
し
、
新
し
い
社
会
主
義
経
済
を
建
設
す
る
と

い
う
組
織
上
の
任
務
が
あ
り
、
新
し
い
経
済
の
組
織
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者
階
級
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
た
権
力
が
、
テ
コ
と
し
て
利
用

資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
の
時
期
は
、

さ
れ
る
。
社
会
主
義
革
命
は
、
権
力
の
奪
取
と
い
う
瞬
間
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
前
者
か
ら
後
者
へ
の
、
羊
命
的
転
化
の
時
跡
」
(
併
点
|
|
木
原
)
に
ほ
か
な

社
会
主
義
社
会
の
件
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

四

O
五

第
六
号

四
七



社
会
主
義
佳
会
白
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
一
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四
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四
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ら
な
い
の
で
あ
る
c

こ
の
よ
う
な
革
命
的
転
化
の
時
期
に
照
応
し
た
政
治
的
過
渡
期
の
国
家
は
、
。
フ
ロ
V

タ
リ
ア

I
ト
の
革
命
的
独
裁
以

外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
。

ω
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス

同

同

右
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
「
ゴ

l
タ
嗣
晴
批
判
」
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に

は
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
照
応
し
て
、
ま
た
政
治
上
の
過
説
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
同
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革

命
的
独
裁
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
必
い
」
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
第
十
一
一
巻
、
二
五
四
ペ
ー
ジ

共
産
主
義
は
、
資
本
主
義
社
会
の
胎
内
に
、
自
然
成
長
的
に
発
生
し
、
成
熟
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
共
産
主
義
は
、

よ
っ
て
生
み
ιわ
さ
れ
か
社
会
勢
力
の
作
用
の
結
県
』
で
あ
り
、
歴
史
的
に
資
木
主
義
、
資
本
主
義
制
度
の
廃
虚
の
う
え
に
う
ち
た
て
ら
れ

「
資
本
主
義
に

る
も
の
で
あ
る
。

同
O
凶
同
国
喧
司
0
4
-
国
語
』
恥

i
p
-。
属
国
間
}
合
凶
唱
九
時
臼
ロ

し
た
が
っ
て
、
共
産
主
義
社
会
に
い
た
る
特
殊
な
段
階
、
過
渡
的
時
期
が
在
在
す
る
の
で
あ
る

G

こ
の
時
期
は
、
共
産
主
義
の
ま
だ
低

い
段
階
で
あ
り
、
ふ
つ
う
社
会
主
義
と
よ
ば
れ
る
段
階
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
段
階
で
は
、
主
だ
「
経
済
的
に
完
全
に
成
熟
し
た
も

の
、
資
本
主
義
の
伝
統
や
痕
跡
か
ら
、
完
全
に
自
由
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
。

資
本
主
義
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
共
産
主
義
社
会

「
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
経
済
的
に
も
、
道
徳
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
と
の
社
会
が
で
て
き
た
母
胎
で
あ
志
旧
社
会
の
母
斑
が
、
ま

だ
く
っ
つ
い
て
」
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
旧
社
会
の
痕
跡
は
、
な
が
い
期
聞
に
わ
た
っ
て
の
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

守
」
み
i

由、

』
』

ω
旬

。

問

自

由

。

F
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H
品

l
o
-
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両
国
間
}
昌
町
立
旧

ω
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
エ
ソ
ゲ
λ

ル
選
集
』
第
十
二
巻
、
二
四
一
ベ
ジ
。

共
産
主
義
の
前
提
は
、
生
産
手
段
を
、
社
会
全
体
の
共
有
財
産
に
う
っ
す
こ
と
で
あ
る
。
生
産
手
段
巷
共
有
財
産
に
う
っ
す
こ
、
ど
に
よ



り
、
搾
取
制
度
の
き
そ
が
、
と
り
の
ぞ
か
れ
、
人
間
が
人
闘
を
搾
取
す
る
こ
と
が
不
可
解
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
手
段
を
、
社

会
全
体
の
共
有
財
産
に
う
っ
す
だ
け
で
は
、
-
個
々
の
人
が
、
生
産
壱
占
有
し
て
い
る
と
い
う
「
不
公
正
」
だ
け
を
廃
絶
す
る
に
と
ど
ま

ら
ざ
る
を
ふ
」
ず
、
分
配
の
欠
陥
と
、
「
プ
ル
ジ
胃
ア
的
権
利
」
の
不
平
等
と
を
、
す
ぐ
さ
ま
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
共
産
主
義
の
高
い
段
階
に
い
た
る
ま
で
は
、
消
費
千
段
を
、
労
働
に
お
う
じ
て
、
分
配
せ
さ
る
を
え
な
い
。

(2) (1) 

』
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生
産
手
段
が
、
個
々
人
の
私
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
み
と
め
、
そ
れ
に
き
そ
を
お
く
つ
プ
ル
ジ
『
ア
的
権
利
」
は
、
生
産
手
段
が
、
社

会
の
共
通
財
産
に
う
つ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
く
な
る
。
し
か
し
、
消
費
手
段
を
、

「
労
働
に
お
う
じ
て
」
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ぎ
り
、
社
会
の
成
員
の
あ
い
だ
に
、
消
費
手
段
壱
分
配
し
、
労
働
を
分
配
す
る
た
め
の
規
制
者
と
し
て
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」

は
、
の
こ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
分
配
の
欠
陥
で
あ
る
。
欠
陥
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
き
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
生
ま
れ
で
た
ば
か
り
の
共
産
主
義
社
会
で
は
、
「
権
利
の
基
準
吾
、
す
ペ
て
ぬ
き
に
し
て
、
社
会
の
た
め
に
は
た
ら
く
こ
と
を
、
た

だ
ち
に
ま
な
ぶ
な
ど
と
か
ん
が
え
る
こ
と
は
、
空
想
に
お
ち
い
る
こ
と
な
し
に
は
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」
し
、
資
本
主
義
を
廃
止
し
、

権
利
の
基
準
を
ぬ
き
に
し
て
、
社
会
の
た
め
に
は
た
ら
く
こ
と
を
、
た
だ
ち
に
ま
な
ぶ
よ
う
に
な
る
た
め
の
、
経
済
的
諸
前
提
は
、
生
産

手
段
を
共
有
に
う
っ
す
だ
け
で
は
、
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(2) (1) 

』
円
。
阿
国
国

-
c
o
p
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固
p
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h
H
I
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』
唱
。
回

N
F
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-
G
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W

司
自
向
問
。
参
照
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資
本
家
を
収
奪
し
、
生
産
千
段
壱
共
有
財
産
に
う
っ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
無
限
の
発
展
を
阻
止
し
て
い
た
資
本

社
会
主
義
社
会
の
惜
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
番

四
0 
七

第
六
号

1m 
ノL



社
会
主
義
科
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

四

O
八

第
六
号

主

O 

主
義
を
廃
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
力
に
・
と
っ
て
、
無
限
の
発
展
の
可
能
性
が
ひ
ら
か
れ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
か
ら
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
段
階
で
は
、
資
本
主
義
の
伝
統
や
痕
跡
か
ら
、
完
全
に
自
由
で
は
な
い
し
、
生
産
力
水
準
が
低
い
た
め
、
消
費
資
料
壱
分
配
し
、

労
働
を
分
配
す
る
た
め
の
規
制
者
と
し
て
の
「
ブ
ル
ジ
み
ア
的
権
利
L

を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
経
済
的
に
完
全
に
成
熟
し
て

い
な
い
。
で
は
、
共
産
主
義
の
高
い
段
階
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
。
共
産
主
義
の
高
い
段
階
は
、
人
間
が
、
分
業
に
奴

隷
的
に
従
属
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
資
本
主
義
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が
消
滅
し
、

利
」
と
い
う
基
準
に
も
と
づ
か
な
く
て
も
、
人
闘
が
、
社
会
の
た
め
に
、
自
分
の
能
力
に
お
う
じ
て
、
自
発
的
に
は
た
ら
く
ほ
ど
、
共
同

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権

生
活
の
基
本
的
な
規
則
を
ま
も
る
習
慣
壱
十
分
も
つ
よ
う
に
な
り

労
働
が
、

生
き
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
自
体

「
第
一
の
生
活
欲
求
」
に
な
り
、
個
人
の
全
面
的
な
発
展
に
と
も
な
い
、
生
産
力
も
増
大
し
、
協
同
的
富
の
す
べ
て
の
源
泉
が
、
い
っ
そ

う
ゆ
た
か
に
、
わ
き
で
る
よ
一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
実
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
と
き
に
は
、
社
会
の
成
員
が
う
け
と
る
生

産
物
の
量
を
、
社
会
が
規
制
す
る
必
要
は
な
く
な
り
、
各
人
は
、
自
発
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
お
う
じ
て
は
た
ら
き
、
各
人
は
、
そ

の
欲
望
に
お
う
じ
て
、
生
産
物
を
自
由
に
う
け
と
る
と
い
う
、
共
産
主
義
の
準
則
が
実
現
さ
れ
、

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
を
完
全
に
と

り
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

Q

ふ
る
い
社
会
の
母
斑
は
、
行
政
的
措
置
に
よ
っ
て
と
り
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

「
人
類
が
、
資
本
主
義
か
ら
、
直
接

に
う
つ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
社
会
主
義
、
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
共
同
所
有
と
各
人
の
労
働
に
お
う
じ
た
生
産
物
の
分
配
に
す
ぎ

な
い
L

。
「
物
資
の
生
産
や
分
配
は
、
直
接
の
命
令
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
的
に
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
ら
」
、

『
各
人
は

能
力
に
お
う
じ
て
、
各
人
に
は
欲
望
に
お
う
じ
て
』
と
か
き
し
る
し
た
旗
を
、
た
か
く
か
か
げ
る
こ
と
の
で
き
る
共
産
主
義
へ
は
、
過
渡

的
な
段
階
で
あ
る
社
会
主
義
壱
?
っ
じ
て
、
し
だ
い
に
成
長
転
化
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
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社
会
主
義
は
、
共
産
主
義
へ
の
第
一
の
段
階
で
あ
り
、

一
つ
の
歴
史
的
一
時
代
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
社
会

一
つ
の
独
立
し
た
社
会
経
済
構
成
休
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
社
会
主
義
社
会
は
、
資
本
主
義
か

ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
的
時
期
に
照
応
し
た
、
過
渡
的
社
会
で
あ
る
。

主
義
が
、

帥
ツ
連
邦
で
、
社
会
主
義
社
会
令
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
社
告
薩
済
構
成
体
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
え
に
も
指
摘
し
た
よ
う
γ

ス
タ

l
リ
ゾ
の
論
文
寸
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
(
一
九
三
人
年
〉
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
(
拙
稿
「
社
会
主
義
経
済
学
の
対
照
に
つ
い
て
」
『
経
済

論
叢
』
第
九
十
一
巻
、
第
六
号
、
三
O
l三
一
ペ
ー
ジ
参
照
〉
な
お
こ
の
見
解
に
た
つ
個
々
の
春
作
に
つ
い
て
位
、
杉
野
明
夫
氏
「
社
会
主
義
社
会
の
過
渡
的
性
格
を
め

ぐ
っ
て
」
可
研
究
と
資
料
』

M
、
四
百
ペ
ー
ジ
毒
照
)

資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に
は
、
な
刊
過
渡
期
が
存
在
す
る
か
。
ま
た
、
そ
の
過
渡
期
は
、

一
つ
の
階
級
社
会
が
、

他
の
階
級
社
会
に
移
行
す
る
ば
あ
い
の
過
渡
期
と
は
こ
と
な
り
、
歴
史
上
の
一
時
代
を
な
す
の
は
な
ぜ
か
。
資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義

社
会
と
の
あ
い
だ
に
、
歴
史
上
の
一
時
代
を
な
す
過
渡
期
が
存
在
す
る
必
然
性
は
、
さ
き
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
建

設
の
前
提
で
あ
る
社
会
主
義
革
命
の
性
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

と
こ
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
は
、
社
会
主
義
革
命
に
よ
り
、
労
働
者
階
級
が

権
力
を
に
ぎ
っ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
は
じ
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
世
界
史
的
に
、
人
類
は
、
全
体
と
し
て
、
資
本
主
義
か
ら
社
会

主
義
・
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
時
期
に
あ
る
が
、
社
会
主
義
草
命
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
過
渡
期
と
は
、
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で

社
会
主
義
証
舎
の
性
格
に
つ
い
て

第
五
十
三
巻

日

第
六
号

五



第
六
号

あ
る
u

な
ぜ
な
ら
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
建
設
は
、
社
会
主
義
革
命
な
く
し
て
は
、
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

目

。

主

川
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
東
南
『
一
i
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
民
民
主
主
義
諸
国
の
成
立
を
、
あ
た
か
も
「
議
会
的
道
」
を
つ
う
じ
て
の
、

行
の
典
型
と
み
な
き
れ
、
議
会
で
多
数
を
占
め
る
こ
と
と
国
家
権
力
的
問
題
が
混
同
さ
れ
、
あ
る
い
は
す
り
か
え
ら
れ
、
あ
た
か
も
、

会
主
義
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
よ
う
な
見
解
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
正
し
く
な
い
。

「
平
和
」
的
な
社
会
主
義
へ
の
移

「
議
会
の
遺
」
を
つ
う
じ
て
、
社

」
の
よ
、
つ
に
、

「
資
本
主
義
と
共
産
主
義
の
あ
い
だ
に
、

一
定
の
過
渡
期
が
あ
る
こ
と
は
、
理
論
上
疑
い
を
い
れ
な
い
」
ば
か
り
で
な

く
、
歴
史
的
に
も
確
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
過
渡
期
は
、

「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
と
生
ま
れ
で
よ
う
と
す
る
共
産
主
義

と
の
闘
争
、
い
い
か
え
れ
ば
、
打
ち
ゃ
ぶ
ら
れ
た
が
、
絶
滅
さ
れ
て
い
な
い
資
本
主
義
と
、
生
ま
れ
は
し
た
が
ま
っ
た
く
弱
い
共
産
主
義

と
可
闘
争
の
時
間
削
」
で
あ
り
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
間
抑
で
あ
る
。

川
山
同
o国
岡
阿
』
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0
4
-
回
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仏
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ω
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ω
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マ
ル
ク
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・
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世
選
集
』
上
巻
、
二
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こ
の
よ
う
に
、
資
本
キ
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
荊
渡
期
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
段
階
は
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義
と
の
闘
争
の
時
期

で
あ
り
、
草
命
的
転
化
の
時
期
に
ほ
か
な
ら
な
い

G

闘
争
の
時
期
で
あ
り
、
革
命
的
転
化
の
時
期
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
社

会
主
義
・
共
産
主
義
の
建
設
壱
め
ざ
す
、
質
的
変
化
の
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

L
L
い
う
の
は
、
計
会
十
七
義
・
共
産
主
義
の
建
設
は
、
た

ん
に
技
術
の
進
歩
、
生
産
力
の
増
大
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
あ
。
技
術
の
改
善
、
生
産
力
水
準
の
向

上
は
、
共
産
主
義
建
設
の
物
的
き
そ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
共
産
主
義
は
実
現
さ
れ
な
い
。
技
術
進
歩
が
、
あ
た
か
も
資
本
主
義

t

社
会
主
義
・
共
産
主
義
と
の
差
異
を
な
〈
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
社
会
主
義
国
か
ら
の
経
済
援
助
に
よ
っ
て
、
後
進
国
は
社
会
主
義
建
設

が
で
き
ろ
と
か
ん
が
え
る
の
は
、
経
済
社
会
の
発
展
に
お
け
る
質
的
転
化
を
否
定
し
、
資
本
主
義
に
く
ら
べ
よ
り
高
度
な
社
会
的
経
済
制



度
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
、
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
・
共
産
主
義
建
設
の
任
務
を
否
定
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。

資
本
主
義
に
く
ら
べ
、
よ
り
高
度
な
社
会
的
経
済
制
度
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
も
っ
と
も
重
要
で
、
も
っ
と
も
主
要
な
も
の
は
、
つ
ぎ

の
二
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
ω

一
つ
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。
資
本
主
義
に
く
ら
へ
、
労
働
生
産
性
が
向
上
し
、
水
準

が
た
か
い
こ
と
で
あ
る
。
労
働
生
産
性
の
向
上
な
く
し
て
は
、
共
産
主
義
へ
の
移
行
が
不
可
能
な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
労
働
生

産
性
向
上
の
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
は
、
燃
料
、
鉄
鋼
、
機
材
、
化
学
工
業
な
ど
の
基
幹
部
門
の
発
展
を
も
と
に
し
た
、
最
新
技
術
で
装

備
さ
れ
た
大
工
業
の
物
質
的
き
そ
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
れ
は
、
生
産
力
の
進
歩
と
い
う
物
質
的
側
聞
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の

側
面
は
、
精
神
的
・
政
治
的
側
面
で
あ
り
、
住
民
大
衆
の
教
育
と
文
化
の
向
上
で
あ
り
、
国
民
大
衆
を
啓
発
し
、
文
化
水
準
を
た
か
め
る

こ
と
で
あ
る
。

川
円
』
@
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国
岡
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。
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回

N
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田

一

山

第
二
は
、
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
高
度
な
労
働
組
織
の
確
立
で
あ
る

U

高
度
な
労
働
組
織
壱
確
立
す
る
た
め
に
は
、
な
に

よ
り
も
ま
ず
、
勤
労
者
の
自
覚
的
規
律
性
を
た
か
め
、
労
動
熱
線
度
の
向
上
、
労
働
強
度
の
増
進
、
生
産
力
の
発
展
に
と
も
な
う
労
働
組

織
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
主
義
競
争
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
労
働
生
産
性
を
た
か
め
る
た
め
の
、
個
々
の
勤
労
者
の
競
争
の
社

会
主
義
的
組
織
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
高
度
な
労
働
組
織
の
中
核
は
、
勤
労
者
の
規
律
向
上
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
つ
ね
に
政
治
的
・
思

想
的
改
造
が
，
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

)
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こ
の
よ
う
に
、
高
度
な
社
会
的
経
済
制
度
を
う
ち
た
て
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
的
労
働
生
産
性
の
向
上
と

ω高
度
な
労
働
組
織
の

確
立
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
ば
あ
い
も
、
勤
労
者
の
思
想
革
命
、
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
u

社
会
主
義
証
会
の
性
椿
に
つ
い
て

第
九
=
一
巻

回

第
六
号

五



第
九
十
三
巻

技
術
の
改
善
は
、
本
来
「
労
働
生
産
性
の
増
大
と
社
会
的
富
の
増
加
を
意
味
す
る
。
技
術
は
、

計
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

四

第
六
号

五
四

つ
ね
に
、

あ
る
一
定
の
生
産
関
係
を

は
な
れ
て
は
存
在
し
え
な
い
。
資
本
主
義
の
も
と
で
も
、
技
術
は
不
断
に
改
善
さ
れ
る
。
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
は
、
企
業
に
技
術
の

改
善
を
強
制
す
る
。
技
術
の
不
断
の
進
歩
は
、
資
本
主
義
的
生
産
を
増
大
さ
せ
、
大
企
業
の
経
済
的
恵
義
を
増
大
さ
せ
、
確
固
た
る
も
の

「
独
立
の
小
生
産
者
を
駆
遂
し
、

も
、
そ
の
社
会

1
経
済
生
活
で
し
め
る
役
割
を
縮
少
」
す
る
。
資
本
土
義
の
も
と
で
は
、
技
術
の
不
断
の
進
歩
は
、
不
断
に
社
会
的
不
平

等
壱
増
大
し
、
ム
甘
産
者
の
無
産
者
と
の
へ
だ
た
り
を
拡
大
し
、
い
ろ
い
ろ
の
困
窮
を
増
大
さ
せ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
中
小
企
業
の
来
曾

告
の
破
産
件
数
、
「
合
理
化
」
に
よ
る
勤
労
者
の
状
態
の
悪
化
、
公
害
の
増
大
な
ど
、
新
技
術
に
も
と
づ
く
設
備
投
資
に
さ
さ
え
ら
れ
た

「
所
得
倍
増
計
画
」
の
も
と
で
生
じ
て
い
る
い
っ
さ
い
の
こ
と
は
、
技
術
の
改
善
が
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
不
断
に
、
い
ろ
い
ろ
の

困
窮
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
レ
め
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
わ
が
国
の
ば
あ
い
、
外
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
技
術
が
お
お

に
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
、

そ
の
一
部
分
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
、

の
こ
り
の
部
分
に
つ
い
て

い
た
め
、
困
窮
を
二
重
に
増
大
さ
せ
て
い
る
。

)
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技
術
の
改
善
は
、
資
本
主
義
の
胎
内
に
、
社
会
主
義
経
済
形
態
を
生
み
だ
し
た
り
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
差
異
を
な
く
す
も
の

で
は
な
い
。
技
術
の
改
善
は
、
生
産
手
段
と
流
通
手
段
を
よ
り
い
っ
そ
う
集
積
さ
せ
、
資
本
主
義
企
業
じ
お
け
る
労
働
過
程
を
ま
す
ま
す

社
会
化
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
生
産
関
係
を
共
産
主
義
生
産
関
係
に
か
え
る
物
質
的
可
能
性
を
つ
く
り
だ
す
に
す
ぎ
な
い
。

ω
わ
が
国
で
は
、
昨
年
末
い
ら
に
企
業
の
倒
産
数
は
、
急
速
に
増
大
し
、
二
月
に
は
、
破
産
伺
数
二
百
三
十
人
件
、
負
蛍
数
額
三
百
五
寸
一
倍
円
と
、
史
よ
最
高
の
記

輯
を
し
め
し
、
い
ご
も
こ
れ
を
う
わ
ま
わ
る
規
模
で
増
大
し
。
四
月
に
は
、
さ
ら
に
最
両
を
史
新
L
、
負
債
額
一
千
万
円
以
上
の
も
の
だ
け
で
も
三
百
三
十
二
件
を
か
ぞ

え
、
倒
産
企
業
の
負
債
総
祖
は
三
百
六
十
三
官
九
千
五
百
万
円
に
た
つ
し
た
。
と
の
こ
と
は
、
た
ん
に
、
金
融
引
締
め
政
策
の
結
果
だ
と
か
、
経
営
放
慢
政
策
の
結
果
で



は
な
〈
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
段
階
に
お
け
る
必
然
的
帰
結
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
金
融
引
締
め
政
捕
、
そ
の
他
独
占
資
本
に
有
利
な
諸
政
雄
は
、
そ
の
必
然
的
過
棺

を
促
進
し
た
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。

ω
生
産
と
資
本
の
集
中
、
集
積
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
不
況
と
恐
慌
を
と
お
し
て
、
弱
小
企
業
の
阪
眠
、
合
併
に
よ
り
、
書
涯
に
す
す
む
の
が
‘
一
般
的
傾
向
で

あ
る
。
活
況
や
好
況
時
に
は
、
集
中
、
集
積
度
は
若
干
低
下
し
、
不
況
と
恐
慌
等
に
は
、
集
中
、
集
積
度
は
上
昇
す
る
と
い
う
過
程
を
つ
う
じ
、
独
占
体
の
経
簡
的
地
位

は
急
速
に
強
闘
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
さ
い
き
ん
、
わ
か
国
に
お
い
て
は
、
好
況
時
に
お
い
て
も
、
集
中
集
積
度
は
低
下
せ
ず
、
か
え
ヲ
て
上
昇
同
向
舎
し

め
し
て
い
る
。
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け
る
、
財
政
投
融
資
あ
る
い
は
担
行
を
?
っ
じ
て
の
資
金
配
分
が
、
独
主
門
体
に
有
利
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に
よ
ヮ
て

ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
は
助
長
さ
れ
、
他
市
刀
、
中
小
企
業
の
地
位
は
、
ま
す
ま
す
低
下
し
て
い
る
。

さ
き
に
の
。
へ
た
よ
う
に
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
全
時
期
が
、
過
渡
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
産
主
義
の
低
い
段
階
で
あ

る
社
会
主
義
は
、
全
体
と
し
て
過
渡
的
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
社
会
主
義
は
、
革
命
的
転
換
の
時
期
で
あ
り
、
質
的
転
換
の
時
期

二
つ
の
独
立
し
た
社
会
形
態
と
み
な
し
、
定
型
化
す
る
」
こ
と
は
、
た
だ
し
く
な
い
。

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
主
義
壱
、

叫
陶
鋪
「
央
子
過
渡
時
期
的
規
樟
閣
題
商
権
」
『
人
民
日
報
』
一
九
六
O
年
八
月
五
目
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
陶
鋳
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
と
の
過
渡
期
の
な
か
で
「
段
階
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
か
、

分
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
」
、
ま
た
「
歴
史
の
発
展
過
程
で
、

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
。

一
定
の
段
階
を
と
び
こ
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

川

陶

鋳

前

掲

論

文

帥

右

同

社
会
主
義
は
、
労
働
者
階
級
が
政
権
壱
掌
握
し
、
基
本
的
生
産
手
段
の
公
有
制
を
う
ち
た
て
た
と
き
か
ら
は
じ
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

社
告
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

四

第
六
弓

五
五



社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
=
一
巻
回
一
回

第
六
号

五
六

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
に
よ
る
権
力
の
奪
取
は
、
広
い
意
味
で
の
社
会
主
義
革
命
の
は
じ
ま
り
に
す
ぎ
な
い
e

工
業
、
農

業
、
商
業
そ
の
他
国
民
経
済
に
お
け
る
主
要
な
部
分
の
社
会
主
義
的
改
造
が
完
了
し
て
、
は
じ
め
て
社
会
主
義
革
命
は
お
わ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
社
会
主
義
経
済
形
態
(
ウ
グ
ラ
ー
ド
)
は
、
資
本
主
義
の
胎
内
に
、
す
な
わ
ち
生
産
手
段
の
私
的
所
有
に
も
と
づ
〈
古
い
社
会
に
発

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
は
、
長
期
の
発
展
過
程
が
必
要

生
し
、
成
長
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

て
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
過
渡
期
は
、
一
つ
の
歴
史
的
一
時
代
を
な
す
ζ

と
を
意
味
す
る
。

そ
乙
で
、
こ
の
過
程
は
、
ニ
ワ
の
段
階
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
段
階
は
、
資
本
主
義
か
ら
社

会
主
義
を
う
ち
た
て
る
ま
で
の
段
階
。
己
の
時
期
は
、
広
い
意
味
で
の
社
会
主
義
革
命
の
時
期
に
あ
た
る
。
第
二
の
段
階
は
、
社
会
主
義

か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
段
階
で
あ
る
。

新
し
い
社
会
・
経
済
制
度
は
、
資
本
主
義
制
度
の
廃
境
の
う
え
に
た
て
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
占
い
社
会
の
痕

跡
を
と
ど
め
、
社
会
主
義
の
段
階
に
は
、
経
済
、
政
治
、
思
想
の
面
で
、
資
本
主
義
の
母
斑
が
、
い
ろ
い
ろ
の
か
た
ち
で
の
こ
ら
ざ
る
壱

え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
母
斑
が
、
完
全
に
一
掃
さ
れ
な
け
れ
ば
、
共
産
主
義
の
高
い
段
階
は
実
現
さ
れ
な
い
。
社
会
主
義
の
段
階
は
、
な
に
よ
り

も
ま
ず
、
己
の
よ
う
な
母
斑
を
一
掃
す
る
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
は
、
階
級
社
会
か
ら
無
階
級
社
会
へ
の
移
行
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
社
会
主
義
は
、
階
級
を
な

く
す
こ
と
で
あ
る
」
。

)
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階
級
を
完
全
に
廃
絶
す
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
搾
取
者
、
す
な
わ
ち
、
地
主
と
資
本
家
を
打
倒
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ



の
た
め
に
は
、
地
主
や
資
本
家
の
所
有
壱
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
階
級
を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
階
級
壱
完
全
に
廃
止
す
る
た
め
に
は
、
「
生
産
手
段
の
あ
ら
ゆ
る
私
的
所
有
を
廃
止
す
る
必
要
が
あ
り
、
都
而
と
農
村
の
区

別
を
も
、
肉
体
労
働
と
精
神
労
働
の
区
別
を
も
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
」
。

(1) 

」
同
由
民
間
百
白
O

川
、
国
h
fタ
ヨ
回
目
由
』
昌
司
叫
団
戸

労
働
者
と
農
民
の
差
異
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
を
働
き
手
に
す
る
た
め
に
は
、

「
生
産
力
の
発
展
に
お
け
る
巨
大
な
進
歩
が

必
要
で
あ
り
、
小
規
模
生
産
の
数
多
く
の
残
存
物
の
抵
抗
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
残
存
物
と
む
す
び
つ
い
た
習
慣
と

因
習
と
の
巨
大
な
力
を
克
肱
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

)
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hz自
国
司
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中
1
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、
宮
国
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P
自
]
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由

階
級
を
な
く
す
に
は
、
工
業
と
農
業
の
区
別

都
市
と
農
村
の
区
別
、
肉
体
労
働
と
精
神
労
働
の
区
別
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
ひ
と
び

と
を
働
き
手
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
階
級
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
，
長
期
に
わ
た
る
過
程
で
あ
り
、
生
産
力
の
巨

大
な
進
歩
に
も
と
づ
く
、
経
済
全
体
の
組
織
的
改
造
と
、
古
い
社
会
の
残
存
物
と
む
す
び
つ
い
た
習
慣
や
因
習
の
力
を
克
服
す
る
た
め
の

思
想
的
改
造
と
が
て
っ
て
い
的
に
す
す
め
哩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
解
決
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
具
体
的
な
実
例
模
範
で

大
衆
を
教
育
し
」
、

大
衆
の
政
治
的
自
覚
を
た
か
め
、
そ
の
自
発
性
と
創
意
に
も
と
づ
く
思
想
的
改
造
は
、

の
過
渡
期
の
主
要
な
任
務
」
で
あ
る
。

「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義

)
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資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
時
期
は
、
全
詠
と
し
て
一
つ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
階
叩
艇
を
廃
絶
す
る
過
程
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
渦
渡
的
な
全
時
期
は
、
新
し
い
も
の
と
古
い
も
の
、
成
長
し
つ
つ
あ
る
共
産
主
義
と
死
滅
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
と
の
闘
争

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
寸
一
二
巻

四

五

第
六
号

五
七



社
会
主
読
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻
四
一
六

に
よ
っ
て
つ
ら
ね
か
れ
て
い
る
。
「
階
級
を
な
く
す
乙
と
は
、
長
い
困
難
な
、
ね
ば
り
強
い
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
資
本
の
権

h
M
が
た
お
さ
れ
た
あ
と
で
も
、
プ
片
シ
ョ
ア
国
家
が
破
壊
さ
れ
た
あ
と
で
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
が
樹
立
さ
れ
た
あ
と
で
も
、

(
旧
社
会
主
義
と
旧
社
会
民
主
主
義
の
俗
物
ど
も
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
)
、
階
級
闘
争
は
な
く
な
ら
な
い
。

え
る
だ
け
で
、
多
く
の
点
で
、
か
え
っ
て
い
っ
そ
う
は
げ
し
く
な
る
よ

第
六
号

五
l'、

そ
れ
は
、

そ
の
形
態
を
か

(1) 

』
O
間
同
国
u
C
0
4

、
A
l
o
-
-
o回
M

P

O
暗唱

ω田市
V

ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
基
本
矛
盾
は
、

級
を
完
全
に
な
く
す
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

「
誰
が
誰
壱
」
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

「
誰
が
誰
を
」
の
問
題
を
解
決
し
、
階

「
一
階
級
の
独
裁
、
す
な
わ
ち
、
被
抑
圧
諸
階
級
の
な
か
で
も
、
搾
取
者
を
打
倒

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
か
れ
ら
の
反
抗
吾
容
赦
な
く
鎮
圧
で
き
る
だ
付
で
な
く
、
さ
ら
に
、
プ
ル
ジ
=
ア
民
主
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
全

体
、
白
古
と
平
等
一
般
に
つ
い
て
の
素
町
人
的
空
語
全
体
(
マ
ル
グ
凡
が
と
っ
く
の
昔
に
し
め
し
た
よ
う
に
、
こ
の
空
語
は
、
じ
っ
さ
い

に
は
、
商
品
所
有
者
の
「
自
由
と
平
等
」
、
資
本
家
た
労
働
者
の

裁
の
時
期
が
必
要
で
あ
る
」

「
自
由
と
平
等
」
を
意
味
す
る
)

と
思
想
的
に
絶
縁
で
き
る
階
級
の
独

旬
@
同
国
岡
、
司
。
珂
}
凶
喜
四
九
肝
l
。
』
帽
。
属
国
句
、
。
』
V

出
合
邑
・

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
持
取
者
に
た
い
す
る
た
め
だ
け
の
、
た
ん
な
る
暴
力
で
は
な
く
、
暴
力
を
主
と
し
た
も
の
で
も
な
い
。

資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
草
命
的
転
化
の
時
期
に
照
応
し
た
政
治
上
の
過
渡
期
に
お
け
る
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的

独
裁
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
と
の
独
裁
の
主
要
な
本
質
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
性
と
規
律
性
で
あ
り
、
こ
の
本
質
は
、
階
級
を

完
全
に
な
く
す
た
め
に
、
な
が
く
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
必
要
で
あ
る
。

ω
旬
富
臣
、
口
君
、
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M
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な
ぜ
な
ら
、
過
渡
期
の
基
本
矛
盾
で
あ
る
「
誰
が
誰
を
」
の
問
題
は
、
た
ん

k
、
プ
ロ
V

タ
リ

7

1
ト
と
古
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の

あ
い
だ
の
問
題
で
は
な
い
。
地
主
と
資
本
家
な
ど
古
い
搾
取
階
級
が
打
ち
た
お
さ
れ
て
も
、
「
誰
が
誰
を
」
の
矛
盾
は
、
な
く
な
ら
な
い
。

社
会
主
義
革
命
の
時
期
が
お
わ
り
、
社
会
主
義
制
度
が
う
ち
た
て
ら
れ
た
あ
と
で
も
、
労
働
者
主
農
民
の
階
級
的
差
異
は
、
ま
だ
の
こ
っ

て
い
る
し
、
階
級
矛
盾
も
階
級
闘
争
も
存
在
す
る
。
階
級
差
別
、
階
級
矛
盾
、
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
あ
る
一
定
の
条
件
の
も

と
で
は
、
新
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
が
生
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
古
い
搾
取
階
級
で
あ
る
地
主
や
資
本
家
が
打
ち
た
お
さ
れ
、
国
民
経
済
の
な
か
で
、
社
会
主
義
経
済
形
態
が
、
支
配
的

に
な
っ
た
あ
と
で
も
、
資
本
主
義
が
復
活
1
ー
と
く
に
、
そ
れ
は
、
外
部
の
資
木
主
義
努
力
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ー
ー
す
る
危
険

性
を
、
つ
ね
に
も
っ
て
い
る
こ
と
壱
ι意
味
し
て
い
る
。
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
時
代
が
お
わ
ら
な
い
あ
い
だ
は
、
「
搾
取
者

に
は
、
必
然
的
に
再
興
の
望
み
が
の
こ
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
望
み
は
、
再
興
の
企
て
に
転
化
す
る
L

。
社
会
主
義
が
、
世
界
体
制
に
ま
で

発
展
し
た
段
階
に
お
い
て
も
、
他
方
で
は
、
同
時
に
、
資
本
主
義
世
界
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
資
本
主
義
復
活
の
可
能
性
は
、
完
全
に
な

く
な
ら
な
い
。
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現
実
に
、
社
会
主
義
国
家
が
存
在
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
階
級
的
差
異
、
階
級
矛
盾
、
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
て
、
階
級
が
完
全
に
な
く
な
る
と
き
、

は
じ
め
て
国
家
は
消
滅
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
階
級
聞
の
差
異
壱
一
掃
さ
せ
る
こ
と
は
、

共
産
主
義
が
完
全
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
で
し
か
で
き
な
い
u

ω
ν
l
ニ
γ
は
、
ま
た
、
「
階
組
対
立
と
階
組
闘
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
か
、
同
家
は
、
存
存
し
な
い
」

Q
Z臣、
0
0
4
}
国

皇

品

l
o
-
E医
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、
百
回
目
包
)
こ
と

を
強
調
し
、
労
働
者
と
農
民
の
差
異
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
が
働
き
手
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
働
き
手
が
、
自
由
で
平
等
な
協
同
関
係
に
も
と
づ
い
て
生
産
を

組
織
し
か
え
る
社
会
に
な
れ
ば
、
は
じ
め
て
「
国
家
機
構
全
葎
を
、
考
古
吋
物
館
に
う
っ
す
」
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
。

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て

第
九
十
=
一
巻

四

七

第
六
号

五
九



担
会
主
義
社
会
の
性
梧
に
つ
い
て

第
九
十
三
巻

四

i¥ 

第
六
号

O 
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団
四
国
国
ヨ
白
。
両
州
、
盟
関
M
M

品
』
伺
丙
。
回
日
目
-
Oパ
門
百
円
一
出

こ
の
ば
あ
い
、
社
会
主
義
国
家
は
、
。
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
と
お
な
じ
で
は
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
は
、
社
会
主
義
革
命
の

あ
い
だ
に
、
廃
絶
さ
れ
る
。
社
会
キ
義
革
命
の
あ
と
で
う
ち
た
て
ら
れ
る
国
家
は
、
半
国
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

級
社
会
」
、
共
産
主
義
と
を
へ
だ
て
る
歴
史
的
時
期
全
体
」
に
必
要
な
国
家
は
、

「
資
本
主
義
と
「
無
階

「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
、

減
し
は
じ
め
る
し
、
ま
た
死
滅
せ
ず
る
を
え
な
い
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
国
家
だ
出
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
プ
ロ
レ
タ

す
な
わ
ち
、

た
だ
ち
に
死

リ
ア
I
ト
の
独
裁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(3) (2) (1) 
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階
級
の
消
滅
と
、
ど
も
に
、
国
家
も
ま
た
死
滅
す
る
。
し
か
し
そ
の
消
滅
の
過
渡
的
形
態
は
、
国
家
か
ら
半
国
家
を
つ
う
じ
、
詐
国
家
へ

と
移
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
か
ら
人
民
国
家
へ
移
行
す
る
の
で
は
な
い
。
国
家
が
存
在
す
る
の
は
、
階
級
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。
階
級
的
差
異
が
な
く
な
れ
ば
、
国
家
ー
も
ま
た
消
滅
す
る
。
社
会
主
義
革
命
に
よ
る
グ
ル
ジ
ョ

7
国
家
の
廃
絶

l
l半
国

家
(
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
)
1
l社
会
の
利
益
を
み
ま
も
る
単
純
な
管
理
機
能
へ
と
い
う
の
が
、

国
家
消
滅
の
過
程
で
あ
り
、

」
れ
以
外
の
過
程
は
あ
り
え
な
い
。


